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先生のご研究内容を教えてください。
私は哺乳類の組織が、いかにして保たれるのかということに興味があり、その問いに対し細
胞および遺伝子レベルの解析を行うことで明らかにしようと試みています。特に精子幹細胞に
焦点を当て、遺伝子発現の不均一性と幹細胞機能との関係を明らかにしたいと思っています。

Fluidigmの製品をどのように使われていますか ?
私の研究では、精子幹細胞集団の不均一性を明らかにし、亜集団に分類することが最重要と
なります。そこで、FACSで回収した未分化な細胞を、C1 Systemで単一細胞に分け、逆転
写して、その後 Biomark HD Systemを用いて、限られた遺伝子ではあるのですが、それら
の発現をqRT-PCRにて発現量を正確に調べています。

Fluidigm製品を選択された理由は ?   
どんなところに利点や魅力がありますか ?
幹細胞の不均一性を調べる上で、正確に遺伝子発現を定量でき、かつ検出感度が高いシステ
ムが必須だと考えました。おそらく幹細胞は不均一だと言っても、特定の遺伝子の発現が数
倍違う程度だろうと予想したからです。しかも発現がそれほど高くない遺伝子が重要かもしれ
ないわけです。実際に使用してみて、申し分のない性能でした。しかも、実験間の再現性に
ついても満足のいくものでした。

今後の研究ビジョンを教えてください。
遺伝子発現の情報と、その他の情報を組み合わせることをしたいと考えています。つまり、幹
細胞の機能や状態、リアルな時間軸の情報、細胞の位置情報をリンクさせることが次の課題
であると考えています。精子幹細胞や精子形成の特性を利用して、これらの問題に挑戦でき
るのではと考えています。

同分野の研究者へのアドバイスをお願いします。
Drop-Seqなど大まかに組織の細胞を調べるような、いわば「森を見る研究」は海外で盛ん
に行われています。個人的には、日本人は C1 Systemなどを使った「徹底的に木を見る研究」
の方が合っているような気がしています。私のような若輩者がアドバイスとはおこがましいので
すが、森も意識しつつ、マニアックに木を見る研究が、大きな発見につながるのではと思い 
ます。
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Figure 1. 中川先生とC1 System

Figure 2. 中川先生とBiomark HD System



Workflows 
1細胞高並列リアルタイム PCR
今回の中川先生の研究では、マウスの精巣を酵素処理によって単一細胞に分散し、FACSによって未分化型精原細胞を回収しています。その
細胞懸濁液をC1 Systemで IFCの流路に流して最大 96細胞を単離し、そのまま流路内で細胞の溶解から cDNA合成までを自動で行い、得
られた cDNAサンプルをすぐに Biomark HD Systemを使用して一細胞リアルタイム PCRに使用しています。1回のランで 96サンプル× 96
遺伝子のリアルタイム PCR反応が可能で、トータル 2日間で一細胞遺伝子発現解析の結果を得ることができます。アッセイについて、幹細胞
の不均一性を捉えるため、今回、NGSとマイクロアレイの解析から分化状態などに関与する可能性のある 95遺伝子を選定し、解析を行って
います。

Biomark HD System
マイクロフリューディクス技術によりナノリッタースケールで、多検体
を一度に解析可能で、リアルタイム PCR、SNPジェノタイピング、
デジタル PCRのアプリケーションを可能にした装置です。

製品名 製品コード
Biomark HD System BMKHD-BMKHD

Learn more at fluidigm.com/biomark 
fluidigm.com/products/c1-system

C1 System
マイクロフリューディクス技術によって最大 800個の細胞の単離か
ら、ナノリッタースケールで細胞の溶解、増幅、反応産物の回収ま
での反応を自動で行うシステムです。得られた反応産物は、
Biomark HD Systemを用いた遺伝子の発現解析やRNA/DNAシー
ケンス、エピゲノム解析など、様々なシングルセル解析に用いること
が可能です。

製品名 製品コード
C1 System 100-7000
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Figure 1. C1 SystemとBiomark HD Systemを使用したリアルタイム PCRによる発現解析のワークフロー
C1 Systemによりシングルセルの単離が行われ、96細胞× 96種の領域についての発現解析は、Biomark HD Systemで実施します。
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